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（本研究は、「平成 24 、25 年度専修大学研究助成（個
別研究）」の助成を受けて実施した。）





図１．あるトライアスロン選手の 2013 年と 2014 年の日本トライアスロン選手権にお
けるスイム中の各ストロークのストローク時間（1ストロークに要する時間）
（X 軸：ストローク数、Y 軸：ストローク時間；sec）
